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温 かい食べ物が恋しくなる季節になってきました。季
節の変わり目は忙しさも重なり、なかなか体がつい

ていかないものですが、冬に向け、空気がヒンヤリと澄み渡
る感覚は心地良くもあります。外に出れば、紅葉も見頃を迎
えているようです。
　怠けがちな体を叱咤し、今年は紅葉狩りに出掛け、自然の
美しさを満喫しようと思っています。　　　　　　（久木野）

暑 さを忘れられる季節となりました。何もかもが美味
しい時季。実際に見たことは無いですが、「冬眠前の

熊」のように食い漁ってしまいます。ですが、今年の健康診
断がまだだったことを思い出し、少しでも良い結果になるよ
う、食事制限をしようかな？と思う今日この頃…。皆さんも
体調管理には十分ご注意ください。　　　　　　　　（中野）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

幻想的な光に包まれ
　　　　　　紡がれる神々の物語…

　第18回薩摩国分寺秋の夕べが１０月７日（金）、薩摩国分寺跡
史跡公園にて開催されました。
　約5000個のキャンドルアートの光が来場者を出迎え、幻想的
な雰囲気の中、川内中央中学校吹奏楽部の演奏により開幕しまし
た。入来神

かん

舞
め

保存会による演舞や劇団シシン川内による声劇、霧
島神楽振興会の方々による演舞があり、訪れた約1100人の観客
を、荘厳で美しい神々の世界へ誘いました。
　表紙は入来神舞の｢十二人剣舞｣で、天

あまのいわと

岩戸神話を演じたもので
す。この中で君が代の一節が詠まれていることから、国歌の始ま
りになったともいわれています。

献血にご協力ください

【時】＝11月25日（金）　９時30分～11時45分
　　　　　　　　　　 13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ（川内保健センター内）
（22）8811

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。
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ボ
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テ
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の
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住
民
が
意
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投
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活
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化
に
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が
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。
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っ
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夕
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祭
り
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会
な
ど
で
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
、
山
川
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

出
向
い
て
社
会
勉
強
を
し
、
昼
食
は
そ

う
め
ん
流
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
出
し
ゃ
ば
る
ば
あ
さ
ん
・
77
歳
女
性
）

◇

皆
さ
ん
に
感
謝

自
治
公
民
館
花
壇
の
草
取
り
、

水
や
り
、
庭
掃
除
を
し
て
い
る
と
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
途
中
の「
Ｋ
」さ
ん
、
元
民

生
委
員
で
馬
頭
観
音
に
参
拝
に
来
て
い

た「
Ｔ
」さ
ん
、
さ
ら
に
は
、
い
つ
も
き

れ
い
な
花
を
馬
頭
観
音
に
飾
っ
て
く
だ

さ
る｢

Ｙ
子｣

さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
主
人
が
自
治
会
長
に
な
っ
て
初
め

て
、
現
役
の
頃
に
は
感
じ
な
か
っ
た
地

域
の
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
こ
ら
れ

た
の
も
、
こ
の
地
域
に
転
居
し
て
き
た

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
地
域
が
住
み
や
す
く
、
き
れ
い
な
自

治
公
民
館
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
何

よ
り
も
末
永
く
皆
さ
ん
と
仲
良
く
交
流

し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
赤
沢
津
乙
女
・
70
歳
女
性
）

◇

あ
り
が
と
う

台
風
一
過
の
風
に
、
か
す
か
な

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

中
学
３
年
生
の
娘
た
ち
は
、
卓
球
に

明
け
暮
れ
た
部
活
中
心
の
生
活
を
終
え
、

今
は
受
験
勉
強
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
代
表
と
し
て
九
州
大
会

に
３
回
、
さ
ら
に
は
全
国
大
会
に
も
出

場
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
立
派
な

足
跡
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
厳
し
い

練
習
を
乗
り
越
え
て
き
た
子
ど
も
た
ち

の
表
情
は
頼
も
し
く
、
保
護
者
の
一
人

と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

素
敵
な
夢
を
見
さ
せ
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
は
も
ち
ろ
ん
、
共
に
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
保
護
者
、
学
校
、
学
友
、
全

て
の
人
々
に
、
心
か
ら
の｢

あ
り
が
と

う｣

を
贈
り
ま
す
。

（
北
中
女
子
卓
球
部
応
援
マ
マ
）
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　12 月号に掲載された方から、
プロ野球・巨人の杉内俊哉選
手のサイン入り色紙を１名に
プレゼント。その他、掲載さ
れた方には、竹ノート（Ｂ５版）
を贈ります（当選の発表は、発
送をもって代えさせていただ
きます）。

プレゼント

題名「彼岸花」
（写真好き・86歳男性）


